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2016年 3月期第 1四半期決算に関する主な質問 
 

2015年 9月 9日 
セガサミーホールディングス株式会社 

 
2016年 3月期 第 1四半期 実績 

 
■全体について 
 
Q：前年同期比(2015年 3月期)比で大幅に減収、損失計上となった要因は？ 
A：パチスロ新タイトルの投入が無く、前年同期比で販売台数が下回ったことが主な要因です。 

 
Q：第 1 四半期時点で利益面において 2016 年 3 月期上期の計画値を大幅に下回っているが、業績予想を修正しない
のか？ 

A：第 1 四半期時点では、遊技機事業においてパチスロ遊技機の新作タイトルの販売がなかった一方で、第 2 四半期では、
主力タイトルである『パチスロ北斗の拳 強敵』をはじめとして複数の新作タイトルを投入いたします。また、エンタテインメント
コンテンツ事業においては、デジタルゲーム分野において『ファンタシースターオンライン 2』、『チェインクロニクル～絆の新大陸
～』、『ぷよぷよ!!クエスト』などの既存タイトル及び第 1 四半期に投入した『オルタンシア・サーガ -蒼の騎士団-』、『モンスタ
ーギア』の収益を引き続き見込んでおります。さらに第 2 四半期においては『ザクセスヘブン』、『ケイオスドラゴン』など複数の
新作タイトルによる収益貢献を見込んでおります。以上のことから2016年3月期上期及び通期業績予想につきましては、
期初計画から変更はありません。業績予想修正の必要がある場合には、速やかに公表いたします。 

 
■遊技機事業について 

Q：前年同期比で減収、損失計上となった要因は？ 
A：『ぱちんこＣＲ聖戦士ダンバイン』、『デジハネＣＲ化物語』シリーズ等の複数のパチンコタイトルを販売したものの、パチスロ

新タイトルの投入がなかったため、前年同期比で減収、損失計上となりました。  
 

Q：2016年 3月期上期のパチスロ販売計画（16.5万台）の達成見通しは？業績修正の予定はあるのか？ 

A：第 2四半期については主力タイトルである「北斗の拳 強敵」等の複数タイトルの販売を予定しております。現時点において、
期初計画に修正はございません。 

 

Q：パチンコ・パチスロともに 10月以降の駆け込み販売はあるか？販売への影響はどの程度か？ 
A：他社も含め、市場全体で駆け込み申請や販売スケジュールが集中する可能性はあると考えておりますが、既にパチンコ・パ

チスロにおいて複数タイトルの試験適合を受けており、現状は期初計画からの販売スケジュールの変更はございません。 
 
 
■エンタテインメントコンテンツ事業について 
Q：前年同期比で増収・損失幅縮小となった要因は？ 

A：アミューズメント機器分野における売上増や、アミューズメント施設の既存店売上が 101.4%と堅調に推移したことが主な
要因です。 
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＜デジタルゲーム分野に関して＞ 
Q：前年同期比で増収・減益の要因は？ 

A：既存タイトルに加え、複数の新作タイトルが好調に推移したことにより前年同期比で増収となった一方で、新作タイトルを
中心に広告宣伝費等の先行費用が発生したことが主な要因です。 
 
Q：2016年 3月期上期の計画（営業利益 20億円）は達成可能か？ 

A：既存タイトルの収益に加え、第1四半期Qに投入した新作タイトルからの収益貢献を見込んでおり、現時点では期初計
画に変更はございません。  
 
Q：広告宣伝費率が QonQ で倍増（8.8%  16.0%）となっているがその要因は？ 

A：新作タイトルを中心に戦略的に広告宣伝を行ったことが主な要因です。 
 

■リゾート事業について 
Q：東京ジョイポリスの状況は？  

A：『鬼灯の冷徹』などの人気コンテンツとのコラボレーションを中心に施設稼働の向上に取り組んだ結果、利用者数は前年同
期比 12％増と、堅調に推移いたしました。今後も『進撃の巨人』等の有名コンテンツとのコラボレーションによりコンテンツ力の
強化を図ります。 

 
Q：オービィ横浜の状況は？  

A：大自然超体感ミュージアム『オービィ横浜』では、『毒毒毒毒毒毒毒毒毒展（もうどく展）in みなとみらい』を実施したもの
の、施設稼働は前年同期比-21％と、低調に推移いたしました。引き続きコンテンツの入れ替えや入場者数増加に向けて取
り組んでまいります。 

 

Q：フェニックスリゾートの状況は？ 
A：新設された「営業戦略室」を中心とした営業基盤の強化等により、前年同期比で利用者数が増加いたしました。また、『サ
ンホテルフェニックス』の閉館に伴い、『シェラトン・グランデ・オーシャンリゾート』の利用者数が増加したことから、客単価が増加いた
しました 
 

 
以上 

 
 

※本資料における業績見通し等の内容は、現時点で入手可能な情報に基づき、経営者が判断したものであります。 
従って、これらの内容はリスクや不確実性を含んでおり、将来における実際の業績は、様々な影響によって大きく異なる結果と
なりうることを予めご承知おき下さい。 


